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すこやかすこやか

シリーズ 14シリーズ 14
小国っ子小国っ子

7
669

～ 狙いを定めて…エイッ！ ～
　スポーツクラブＹｕｉが主催する「親子ふれあいサッ
カー交流会」。
　町サッカー協会スタッフの指導のもと、お父さんや
お母さんと一緒にボールに触れ合う子どもたち。汗だ
くになって、元気いっぱい駆け回る姿が印象的でした。
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小
国
町
は
、
地
形
的
・
気
象
的

な
条
件
か
ら
、
こ
れ
ま
で
昭
和
四

十
二
年
の
羽
越
水
害
や
、
平
成
十

六
年
の
集
中
豪
雨
な
ど
を
始
め
と

す
る
い
く
つ
か
の
災
害
に
見
舞
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

本
町
で
日
雨
量
五
三
二
ミ
リ
を

記
録
し
た
羽
越
水
害
は
、
死
者
二

名
を
出
し
た
ほ
か
、
家
屋
の
流

失
・
浸
水
、
農
地
の
流
失
・
欠
壊
、

そ
れ
に
交
通
、
通
信
施
設
が
破
壊

さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
羽
越
水
害
を
契

機
に
、
国
や
県
の
機
関
が
、
水
害

か
ら
私
た
ち
の
生
活
を
守
る
た
め
、

横
川
ダ
ム
の
建
設
や
、
砂
防
堰
堤

の
設
置
、
河
川
の
護
岸
改
修
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
治
水
事
業
が

展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　７月は、小国町において、年間を通してもっとも雨量が多く、梅雨
時期の集中豪雨の危険性が高い月です。
　今月は、災害に対する備えと町の取り組みについてお知らせします。

（Ｈ16. ７.17　赤芝峡）（Ｈ16. ７.17　赤芝峡）

集中豪雨への備えと
自主防災

集中豪雨への備えと
自主防災

平成20年３月に竣工した横川ダム
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土のうづくりに取り組む消防団員 水路から水があふれ出した岩井沢
地内の道路

一
人
ひ
と
り
の
備
え

　

近
年
、
全
国
各
地
で
局
地
的
な

集
中
豪
雨
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
十
六
年
七
月
十
七
日
、
本

町
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
は
、
観
測

史
上
最
高
と
な
る
時
間
雨
量
（
七

七
ミ
リ
）
を
記
録
し
、
住
宅
の
床

上
浸
水
や
、
水
田
の
冠
水
、
道
路

の
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

七
月
は
、
本
町
に
お
い
て
、
最

も
雨
量
が
多
く
、
集
中
豪
雨
の
危

険
性
が
高
い
月
で
す
。
風
水
害
に

限
ら
ず
、
地
震
や
火
災
な
ど
あ
ら

ゆ
る
事
態
に
備
え
て
、
非
常
時
の

持
出
品
や
、
町
の
避
難
場
所
、
収

容
避
難
所
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

町
で
は
、
豪
雨
災
害
や
土
砂
災

害
に
備
え
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、

防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、

平
成
二
十
二
年
三
月
に
小
国
町
土

砂
災
害
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
全
戸
に
配
布
し
ま
し

た
。

　

こ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
山

形
県
が
調
査
・
解
析
を
行
っ
た
結

果
を
基
に
作
成
し
て
お
り
、
洪
水

に
関
し
て
は
、
羽
越
水
害
時
と
同

等
程
度
の
大
雨
が
降
り
、
河
川
が

増
水
し
、
堤
防
が
決
壊
し
た
場
合

の
浸
水
箇
所
・
浸
水
深
な
ど
を
地

図
上
に
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
石
流
や
土
砂
崩
れ
が

発
生
す
る
土
砂
災
害
の
危
険
性
の

あ
る
箇
所
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
公
共
機
関
や
医
療
機
関

な
ど
の
連
絡
先
や
、
緊
急
時
の
避

難
所
な
ど
の
情
報
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、

避
難
場
所
へ
向
か
う
経
路
や
、
災

害
に
対
す
る
備
え
な
ど
、
い
ざ
と

い
う
時
の
自
分
た
ち
の
行
動
を
確

認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

①ハザードマップを見て、自宅付近に印を付ける
　自分の住んでいる場所がどのぐらい浸水
する可能性があるのか、土砂災害の危険が
ないのか知っておきましょう。
②避難場所・避難所を確認する
　避難する前に、自分たちが住んでいる地
域の避難場所を確認しておきましょう。
③各家庭で話し合う
　避難場所・避難所、家族の集合場所、避
難時の緊急連絡先、非常持ち出し品を確認
し、各家庭でどのように行動するのかを話
し合いましょう。
④見やすい場所に貼る
　災害時に備え、避難場所等への経路や家族
の連絡先を書き込んで見やすい場所に貼る
など、常に目に付くようにしておきましょう。

小国町洪水・土砂災害
ハザードマップ

活用
しよう
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地
域
で
の
備
え

　

町
で
は
、「
小
国
町
地
域
防
災

計
画
」
に
基
づ
き
、
災
害
に
よ
り

被
害
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
に
は
、
警
察
署
や
、
消
防
署

な
ど
の
関
係
機
関
に
よ
る
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
、
状
況
に
応
じ

て
、
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
を
発

令
し
、
対
象
地
域
に
避
難
を
呼
び

か
け
る
と
と
も
に
、
被
災
者
の
救

援
に
あ
た
り
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
公
の

機
関
が
直
ち
に
救
援
活
動
を
行
い

ま
す
が
、
山
々
に
囲
ま
れ
、
広
範

囲
に
集
落
が
散
在
す
る
本
町
で
は
、

土
砂
崩
れ
な
ど
の
発
生
に
よ
り
道

路
が
寸
断
さ
れ
、
集
落
が
孤
立
し
、

救
援
が
遅
れ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
最
も

早
く
避
難
・
救
援
活
動
を
行
え
る

の
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
か
た
が
た

で
す
。

　

災
害
時
に
、
い
ち
早
く
地
域
の

人
た
ち
が
集
ま
り
、
互
い
に
協
力

し
助
け
合
い
、
救
援
活
動
を
行
う

こ
と
が
、
被
害
の
防
止
・
軽
減
の

た
め
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
と
は

　
「
自
分
た
ち
の
家
族
や
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
考
え

に
基
づ
い
て
、
地
域
で
自
主
的
に

防
災
活
動
を
行
う
組
織
を
自
主
防

災
組
織
と
い
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
で
は
、
災
害
発

生
時
に
、
地
域
で
支
え
あ
い
、
助

け
合
う
た
め
に
、
個
々
が
地
域
の

な
か
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う

の
か
を
、
事
前
に
相
談
し
合
い
、

万
が
一
に
備
え
る
活
動
や
、
地
域

自
ら
、
防
災
訓
練
や
、
救
急
救
命

講
習
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

土砂崩れにより寸断された道路

　いざというとき、すぐに持ち出せるよ
うにしておきましょう。非常時の持出品（例）

　水・非常食

□水／１人１日３Ｌを目安
□乾パン、クラッカー、レトルト食品

　衣　類

□衣類・下着
□マスク・軍手・ゴム手袋
□雨具・底の厚い靴

　応急医薬品

□消毒液・傷薬・胃腸薬・目薬・鎮痛
解熱剤
□絆創膏・ガーゼ・包帯・はさみ・刺
ぬき

　貴重品

□現金
□印かん・預貯金通帳
□免許証・健康保険証・カード類

　生活用品

□懐中電灯・乾電池
□携帯ラジオ
□マッチ・ライター
□毛布・タオル
　ハンカチ・ビニール袋
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地
域
の
危
険
箇
所
（
土
砂
崩
れ
の

発
生
し
や
す
い
場
所
な
ど
）
の
情

報
を
共
有
化
す
る
な
ど
、
日
ご
ろ

か
ら
、
地
域
全
体
の
防
災
意
識
の

高
揚
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

現
在
、
町
内
で
は
、
二
十
五
団
体

の
自
主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
災

害
発
生
時
の
役
割
分
担
な
ど
の
体

制
を
整
え
て
お
く
と
と
も
に
、
地

域
に
お
け
る
災
害
時
の
避
難
経
路

や
、
避
難
す
る
際
に
援
助
が
必
要

な
子
ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど
の
情

報
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
は
、
住

民
の
命
、
財
産
を
保
護
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災

訓
練
な
ど
の
活
動
を
通
し
、
地
域

で
共
に
助
け
合
う
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
絆
が
深
ま
る

こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

高
齢
化
に
よ
る

防
災
の
課
題

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進

行
な
ど
、
本
町
を
取
り
巻
く
環
境

が
年
々
変
化
し
て
い
ま
す
。
平
成

二
十
一
年
十
月
一
日
現
在
の
小
国

町
に
お
け
る
高
齢
化
率
（
六
十
五

歳
以
上
）
は
、
三
三
・
四
％
、
平

成
二
十
一
年
四
月
一
日
現
在
の
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
割
合
は
、

一
〇
・
七
％
で
す
。
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
の
割
合
は
、
県
内
で
最

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
に
お
け
る
過
去
の
大
き
な

災
害
を
み
て
み
る
と
、
そ
の
被
害

者
の
大
半
は
、
自
ら
の
避
難
に
支

援
を
要
す
る
か
た
で
す
。

　

お
年
寄
り
や
障
が
い
の
あ
る
か

た
な
ど
、
災
害
時
に
自
ら
を
守
る

た
め
の
一
連
の
行
動
に
支
援
を
必

要
と
す
る
人（
災
害
時
要
援
護
者
）

が
増
加
す
る
な
か
、
こ
う
し
た
か

た
が
た
を
守
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
の
必
要
性
が
増
し
て
き
て
い

ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　

町
で
は
、
災
害
な
ど
の
万
が
一

の
事
態
に
備
え
る
た
め
、
関
係
機

関
が
情
報
を
共
有
し
、
迅
速
に
避

難
、
救
援
活
動
が
行
え
る
よ
う
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、

災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
者
の
住

所
や
緊
急
時
の
連
絡
先
な
ど
の
情

報
を
整
理
し
た
台
帳
の
作
成
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
と
、
地
域

で
支
え
あ
い
、
助
け
合
う
自
主
的

な
防
災
活
動
を
有
機
的
に
結
び
つ

け
な
が
ら
、
自
主
防
災
組
織
の
組

織
化
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

そ
の
活
動
を
支
援
し
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　毎年、防災に関する講話や、防災訓練などを、実施していま
す。訓練は、子どもからお年寄りまで、地域に暮らすかたがた
全てを対象にして行っています。また、地域で集まる機会など
を利用し、土砂崩れの危険性がある場所などの情報を共有する
ように努めています。
　災害は大人だけに降りかかるものではありません。大人だけ
でなく、子どもからお年寄りまで、地域で暮らす全てのかたが
訓練や講習に参加することが重要だと考えています。
　設立から４年目になりますが、こうした活動を通して、地域
全体の防災意識とともに結びつきも強くなったと感じます。
　地域のなかで、「万が一」を想定し、それに備えていくことは、
とても大切なことだと思っています。

綱木箱口地区自主防災組織

代表　井上　正美 さん
 （綱木箱口）

地域で「万が一」に
備えることが大切
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町
議
会

 
六
月
定
例
会

　

第
四
回
小
国
町
議
会
六
月
定
例

会
が
、
六
月
三
日
か
ら
八
日
ま
で

開
会
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
十
五
議
案
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
五
千
三
百
四

十
万
円
が
増
額
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

り
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
五
十

四
億
千
三
百
四
十
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
一
部
再
開

　

平
成
十
七
年
六
月
の
国
の
勧
告

以
降
、
積
極
的
な
接
種
勧
奨
を
中

止
し
て
い
た
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
一
部
再

開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
こ
れ
に
係
る
委
託
料
を
措

置
し
ま
し
た
。

斎
場
の
補
修
経
費
等
を
追
加

　

斎
場
は
供
用
開
始
か
ら
二
年
が

経
過
し
、
火
葬
炉
等
の
補
修
が
必

要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
所

要
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、

斎
場
使
用
の
夜
間
に
お
け
る
仮
予

約
受
付
業
務
を
、
消
防
小
国
分
署

か
ら
民
間
の
警
備
会
社
へ
業
務
委

託
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業

　

今
年
度
閉
校
す
る
伊
佐
領
小
学

校
に
つ
い
て
、
㈶
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
の
「
地
域
づ
く
り
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
事
業
」
を
活
用
し
、
地
域

の
か
た
が
た
と
と
も
に
閉
校
後
の

施
設
の
利
活
用
を
調
査
・
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

総
合
セ
ン
タ
ー
の

 
ボ
イ
ラ
ー
を
交
換

　

経
年
劣
化
し
て
い
る
総
合
セ
ン

タ
ー
の
暖
房
用
・
給
油
用
ボ
イ

ラ
ー
を
交
換
す
る
こ
と
と
し
、
設

置
工
事
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

除
雪
車
を
一
台
更
新

　

冬
季
の
除
雪
を
効
果
的
に
確
保

す
る
た
め
に
、
二
・
六
メ
ー
ト
ル

級
の
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
を
一
台

更
新
取
得
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

町
の
功
績
者
で
、
前
町
長
の
今

功
夫
氏
（
増
岡
）
が
、
六
月
十
六

日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
氏
は
、
昭
和
三
十
八
年
に
町

議
会
議
員
に
初
当
選
し
て
か
ら
昭

和
六
十
三
年
ま
で
、
七
期
二
十
五

年
に
わ
た
り
、
議
会
活
動
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
産
業
経

済
常
任
委
員
会
委
員
長
、
災
害
対

策
特
別
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴

任
。
昭
和
五
十
年
か
ら
十
三
年
間

は
、
議
長
と
し
て
円
滑
な
議
会
運

営
と
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
大

き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
三

期
十
二
年
間
、
小
国
町
長
と
し
て
、

「
豊
か
な
自
然
と
ゆ
と
り
あ
る
暮

ら
し
が
共
存
す
る
白
い
森
の
国
づ

く
り
」
を
政
策
目
標
に
掲
げ
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
尽
力
し
、
大
き

な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
第
三
次
小
国
町
総

合
計
画
と
し
て
「
白
い
森
の
国
お

ぐ
に
の
基
本
構
想
」
を
取
り
ま
と

め
て
以
来
、
町
全
体
を
「
白
い
森

公
園
」
と
し
て
捉
え
た
「
白
い
森

構
想
」
を
基
本
理
念
と
し
た
町
づ

く
り
を
す
す
め
、
地
域
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、高
齢
化
社
会
に
備
え
て
、保
健
、

医
療
、福
祉
、介
護
が
一
体
と
な
っ

た
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
確
立
を

目
指
し
、
そ
の
核
と
な
る
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
及
び
町
立
病
院
の
建

設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
「
温
身

の
郷
」
を
開
設
し
、「
癒
し
の
園
」

の
形
成
に
よ
る
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
福
祉
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
数
々
の
業
績
に
対
し
、

平
成
十
九
年
に
小
国
町
功
績
章
を
、

平
成
二
十
年
春
の
叙
勲
で
は
、
旭

日
小
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

小
国
町
功
績
者

 

今　

功
夫
前
町
長　

ご
逝
去
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防
犯
灯
を
寄
贈

東
北
電
力
㈱
長
井
営
業
所

ふ
れ
あ
い
募
金
会

贈
呈
式

　

小
国
地
区
ふ
れ
あ
い
募
金
会
（
小
野

精
一
会
長
）
の
第
十
一
回
贈
呈
式
が
、

六
月
十
一
日
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
小
国
小
こ
と
ば
の
教
室
親

の
会
（
後
藤
正
寛
会
長
）
に
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
一
式
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ふ
れ
あ

い
募
金
会
は
、
東
北
労
働
金
庫
の
預
金

者
か
ら
利
息
の
一
部
を
寄
付
し
て
も
ら

い
、
そ
れ
を
福
祉
団
体
な
ど
に
贈
っ
て

い
ま
す
。

　

贈
呈
式
に
出
席
し
た
後
藤
会
長
は
、

「
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
。
今
後
も

子
ど
も
た
ち
が
自
信
を
持
っ
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

東
北
電
力
㈱
長
井
営
業
所
に
よ
る
防

犯
灯
の
寄
贈
が
、
六
月
十
七
日
、
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
東
北
電
力
が
地
域
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
こ
の
た
び
町
に
対
し
て
Ｌ

Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
二
基
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
に
あ
た
り
、
佐
藤
好
信
所
長
は

「
明
る
く
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
寄
贈
さ
れ
た
防
犯
灯
は
、
防
犯

協
会
各
支
部
の
申
請
に
基
づ
き
町
内
各

所
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

緑のふるさと協力隊便り
　今年４月から南部地区を中心に、農作業の手伝いや、
地域行事への協力を行っている「緑のふるさと協力隊」
の大島さん、栗本さんに、２カ月間活動してみての感
想を寄せていただきましたので掲載いたします。
　今後も、協力隊の活動の様子や、想いなどを掲載し
ていきます。

　農作物の成長が楽しみ 大島綾香さん　
　６月は、農作業を体験する機会が多く、とても充実した日々を過ごすことが出来ました。
　実際に体験してみてやはり農作業は非常に身体に負担がかかる仕事であるということを
はっきりと知ることが出来ました。
　自分の関わった農作物たちが成長してくれるのが今から楽しみです。　
　驚きの連続だった２カ月　 栗本美紀さん　
　小国に来て早くも２カ月が過ぎました。
　到着した日の雪の量にびっくりし、新緑の濃さにびっくりし、木に絡まっている藤の花
にびっくりし…！ 初めて見るものばかりで驚きの連続です。そして地域の皆さまの温か
さに一番びっくりです。本当にありがとうございます。
　今月の私の感じた小国…「おじいちゃん、おばあちゃんがとにかく元気！！」クワを乗
せた自転車で颯爽と走っていく様は、見ていてスゴイ！と思いました。自分も70、80歳に
なっても颯爽と乗りこなしていきたいものです。

栗本さん　　　　　　　　大島さん
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　東部地区山菜まつりが、６月13日、水源の郷交流
館前で行われ、観光わらび園に訪れた観光客など約
300人が来場しました。
　これは、地域で採れた新鮮な山菜など、旬の味覚を
もっと多くのかたに知ってもらおうと、東部地区振興
協議会（井上孝一会長）が主催したものです。
　物販コーナーでは、朝採りのわらびや、ごぼうあざ
み、しおでなどの山菜のほか、ちまきや漬物など、地
元のお母さん方が作った料理も並べられ、訪れた観光
客が列をつくっていました。

地域の山菜と料理を多くのかたに
～東部地区山菜まつり～

新鮮な山菜を求めて多くのかたが訪れた会場

　小国町消防演習が、６月６日、町民広場を主会場
に実施されました。
　当日は、東正明消防団長以下、約300名の団員が
参加し、アスモ周辺での火災を想定した防御訓練な
ど、万が一の事態に備えた真剣な演習が行われまし
た。
　また会場では、すみれ保育園の園児によるアトラ
クションが披露されたほか、アスモ周辺では小国中
学校と小国高校の吹奏楽部の演奏に合わせて分列行
進が行われました。

果敢に一斉放水 ～小国町消防演習～

アスモ駐車場で行われた火災防御訓練

　町内の水道設備事業者で構成される小国町水工会
（小関正会長）が、６月11日、一人暮らし高齢者など
を対象として、水まわりの修繕ボランティアを行いま
した。
　これは、水道についての理解と関心を高めるととも
に、公衆衛生の向上と生活環境の改善を図ることなど
を目的とした「全国水道週間」にあわせて、毎年実施
されている取り組みです。
　今回は、水工会のメンバー 12人が班ごとに分かれ
高齢者宅を訪問。蛇口の修理作業などを実施しました。

水まわりの奉仕活動 ～小国町水工会～

一人暮らし高齢者宅の水まわりを修理

6/6/66

6/6/1111

6/6/1313

白い森発
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白い森発

　第１回薫風杯りふれ親善グラ
ウンド・ゴルフ大会が、６月３
日、白い森交流センターりふれ
多目的広場で開催されました。
　この大会は、山形、宮城、福
島のグラウンド・ゴルフ協会な
どで構成する実行委員会が主催
したものです。
　この日は、南東北３県から計
25チーム（330人）が参加。３
通りのコースが設けられた会場
では、会話を楽しみながら和気
あいあいとプレーする姿が見ら
れました。
　また、大会では、社会福祉に
貢献するため、ホールインワン
した参加者から100円の寄付を
募っており、集まった寄付金は
県グラウンド・ゴルフ協会を通
して、県内の福祉施設に寄付さ
れることになっています。
　会場周辺では、大会を共催し
た白い森㈱と五味沢地域のかた
がたなどによる山菜の物販コー
ナーも設けられていました。

南東北３県から330人が参加
～りふれ親善グラウンド・ゴルフ大会～

鮮やかな新緑のなか行われた開会式

交流を深めながら和気あいあいとプレー

　

小
国
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
小
林
則
夫
会
長
に
お
話
し
を
伺
い

ま
し
た
。

　
「
小
国
町
内
で
今
回
の
よ
う
な
規

模
の
大
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は
初
め

て
で
す
。
前
年
度
か
ら
、
町
や
、
り

ふ
れ
を
管
理
す
る
白
い
森
㈱
の
協
力

を
い
た
だ
き
、本
大
会
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
を
主
管
し
た
私
た
ち
は
、

質
の
違
っ
た
三
通
り
の
コ
ー
ス
を
設

置
し
ま
し
た
。
大
会
全
体
で
の
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
は
、
約
百
九
十
。
参
加

者
か
ら
、「
い
い
大
会
だ
っ
た
、
と

て
も
楽
し
め
た
」
と
好
評
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
協
会
と
し
て
も
、
雄
大
な

自
然
の
な
か
で
、
多
く
の
か
た
が
た

が
楽
し
め
る
、
周
辺
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
な
大
会
を
開
催
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

小
国
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

こ
の
人
に
聞
く

会
長

小
林
則
夫
さ
ん

（
杉
沢
）

6/6/33
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
小
坂
町
勤
労
者
住
宅

　

２
Ｋ　
　

３
戸

▽
家
賃　

三
万
三
千
円

■
岩
井
沢
勤
労
者
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　

３
戸

▽
家
賃　

四
万
二
千
円

▽
対
象　

小
坂
町
・
岩
井
沢
と
も

に
、
町
内
の
事
業
所
に
お
勤
め

の
か
た

■
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
限　

７
月
９
日
㈮

■
入
居
時
期　

７
月
下
旬
以
降

■
問
合
先

　

地
域
整
備
課
建
設
管
理
室
へ

自
衛
官
募
集

■
募
集
種
目

　

①
海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学

生
②
一
般
曹
候
補
生
③
男
子
自

衛
官
候
補
生
④
女
子
自
衛
官
候

補
生

■
応
募
資
格

　
（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）

　

①
は
18
歳
か
ら
21
歳
未
満
の
か

た
、
②
③
④
は
18
歳
か
ら
27
歳

未
満
の
か
た

■
受
付
期
間

　

８
月
１
日
〜
９
月
10
日

※
試
験
日
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

自
衛
隊
米
沢
地
域
事

務
所
（
☎
０
２
３
８
―
23
―
０

０
１
１
）
へ

町
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

■
期　

間

　

７
月
16
日
㈮
〜
８
月
29
日
㈰

■
時　

間　

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

■
使
用
料　

無
料

■
問
合
先　

総
合
セ
ン
タ
ー
へ

狩
猟
免
許
更
新
の

 

適
正
試
験
及
び
講
習
会

■
日　

時　

７
月
14
日
㈬

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

■
会　

場

　

置
賜
総
合
支
庁
本
庁
舎

■
受
験
資
格　

県
内
に
住
所
を
有

し
、
有
効
期
限
が
平
成
22
年
９

月
14
日
の
狩
猟
免
許
を
所
持
す

る
か
た

■
問
合
先　

置
賜
総
合
支
庁
環
境

課
（
☎
０
２
３
８
―
26
―
６
０

３
５
）
へ

　

７
月
11
日
㈰
は
、
第
22
回
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

国
民
の
声
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
大
事
な
選
挙
で
す
。
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
の
重
要
性

を
認
識
し
、
大
切
な
一
票
を
投
じ

ま
し
ょ
う
。

投
票
日

　

７
月
11
日
㈰

※
投
票
所
、
投
票
時
間
は
、
配
布

し
た
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
か
た

■
投
票
日
当
日
で
満
20
歳
以
上
の

か
た
（
平
成
２
年
７
月
12
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
か
た
）

■
平
成
22
年
３
月
23
日
以
前
か
ら

小
国
町
に
住
所
を
有
す
る
か
た

投
票
方
法

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
山

形
県
選
出
議
員
選
挙
と
比
例
代
表

選
出
議
員
選
挙
の
２
つ
の
投
票
と

な
り
ま
す
。
山
形
県
選
出
議
員
選

挙
は
「
候
補
者
名
」
を
、
比
例
代

表
選
出
議
員
選
挙
は
「
政
党
名
」

ま
た
は
「
候
補
者
名
」
を
そ
れ
ぞ

れ
投
票
用
紙
に
記
入
し
て
投
票
し

ま
す
。

期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
、
買
い

物
、
レ
ジ
ャ
ー
等
で
不
在
に
な
る

か
た
は
、
期
日
前
投
票
を
し
ま

し
ょ
う
。
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
会
場
①　

役
場
３
階
庁
議
室

　

・
期
間　

７
月
10
日
㈯
ま
で

　

・
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

午
後
８
時
ま
で

■
会
場
②　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

風
の
ホ
ー
ル
（
１
日
の
み
）

　

・
期
日　

７
月
７
日
㈬

　

・
時
間　

午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　
　

午
後
４
時
ま
で

開
票
は
、
即
日
開
票

■
開　

票　

７
月
11
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
９
時
か
ら

■
場　

所

　

お
ぐ
に
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

問
合
先

　

詳
し
い
こ
と
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
（
☎
62
―
２
１
１
２
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募 

集

ご 

案 

内

7.11

第
22
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
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猟
銃
等
講
習
会

■
日　

時　

７
月
27
日
㈫

　
　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら

■
会　

場　

ア
ス
モ

■
対　

象

　

猟
銃
・
空
気
銃
所
持
者

■
申
込
期
限　

７
月
26
日
㈪
ま
で

■
持
参
す
る
も
の

　

顔
写
真
１
枚
、
山
形
県
証
紙
三

千
円
、
印
か
ん

■
問
合
先　

小
国
警
察
署

　
（
☎
62
―
０
１
１
０
）
へ

狩
猟
免
許
試
験

■
日　

時

　

平
成
22
年
８
月
20
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
会　

場

　

村
山
総
合
支
庁
本
庁
舎

■
受
験
資
格　

県
内
に
住
所
を
有

し
、
平
成
22
年
度
に
お
い
て
狩

猟
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
か

た
で
、
８
月
20
日
に
お
い
て
20

歳
以
上
の
か
た

■
受
験
手
続　

申
請
書
に
必
要
書

類
を
添
え
て
、
山
形
県
生
活
環

境
部
み
ど
り
自
然
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

　

７
月
20
日
㈫
〜
８
月
６
日
㈮

■
問
合
先　

山
形
県
生
活
環
境
部

み
ど
り
自
然
課
（
☎
０
２
３
―

６
３
０
―
３
１
０
０
）
へ

狩
猟
免
許
初
心
者
講
習
会

■
日　

時

　

平
成
22
年
８
月
８
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
会　

場

　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

■
対　

象　

こ
れ
か
ら
新
た
に
狩

猟
免
許
を
取
得
す
る
か
た

■
申
込
方
法　

申
込
書
に
受
講
料

を
添
え
て
、
山
形
県
猟
友
会
ま

た
は
各
地
区
支
部
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
受
講
日
の
５
日
前
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
講
料　

七
千
円

■
問
合
先　

㈳
山
形
県
猟
友
会

　
（
☎
０
２
３
―
６
２
４
―
０
３

８
２
）
へ

温
身
平
ミ
ニ
ツ
ア
ー

　

１
時
間
半
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体

験
「
温
身
平
ミ
ニ
ツ
ア
ー
」
を
実

施
し
ま
す
。

■
実
施
日

　

７
月
〜
８
月
の
毎
週
土
日
祝
日

（
８
月
14
日
、
15
日
は
除
く
）

■
時　

間　

・
午
前
の
部　

午
前
９
時
30
分
か

ら
受
付
、
10
時
か
ら
散
策
開
始

・
午
後
の
部　

午
後
１
時
か
ら
受

付
、
１
時
30
分
か
ら
散
策
開
始

■
参
加
費　

五
百
円
（
小
学
生
以

下
無
料　

※
要
事
前
申
込
み
）

■
定　

員　

各
回
10
名
程
度

■
案
内
人

　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
ア
テ
ン
ダ
ン
ト

■
問
合
先　

産
業
振
興
課
へ

山
遊
亭
金
太
郎
た
な
ば
た
寄
席

■
日　

時　

７
月
17
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
５
時
30
分
〜

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

■
会　

場　

総
合
セ
ン
タ
ー

■
問
合
先　

山
遊
亭
金
太
郎
後
援

会
事
務
局 

木
村（
☎
０
９
０
―

２
３
６
３
―
０
８
１
９
）
へ

今月の町長と語る日は７月28日（水）です。お気軽においでください。
皆さんの声をお寄せください。

shiroimori＠town.oguni.yamagata.jp町長室専用メール 0238（62）2611町長室専用FAX

催 

し

年金相談
■日　時　７月21日㈬ 10：30 ～ 14：30
■場　所　役場町民相談室
■対応者　社会保険事務所職員
■問合先　町民課住民窓口担当へ

人権相談
■日　時　７月21日㈬ 10：00 ～ 12：00
■場　所　総合センター
■対応者　町人権擁護委員
■問合先　町民課住民窓口担当へ

県高齢者総合相談センター
移動法律相談

■日　時　７月13日㈫ 10：00 ～ 15：00
■場　所　老人福祉センター
■対応者　担当弁護士
■問合先　町社会福祉協議会へ
　　　　　（☎62－2825）

消費者相談
■日　時　７月24日㈯ 10：00 ～ 15：00
■場　所　役場町民相談室
■内　容　多重債務に関する相談など
■対応者　司法書士　舟山健蔵氏
■相談料　無料（一人30分～１時間）
■申込み　事前に申込が必要です。
■申込・問合先　町民課町民生活担当へ

談相
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●ホームページアドレス  http://www.town.oguni.yamagata.jp
●携帯電話向けサイト  http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
●総合センター（教育委員会事務局）  362－2141　●小国町健康管理センター（健康福祉課）  361－1000
●子育て支援センター  362－2330　●町民体育館  362－5421　●町立病院  361－1111　●老人保健施設  361－1200
●癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or. jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

父
子
家
庭
の
父
親
に
も

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立

を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
22
年
８

月
１
日
か
ら
父
子
家
庭
の
父
に
も

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
申
請
（
認
定
請
求
）
が
必
要

で
す
。

　

該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
平
成
22

年
11
月
30
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
支
給
要
件

　

父
母
の
離
婚
や
、
母
の
死
亡
な

ど
に
よ
り
、
父
が
そ
の
子
ど
も

（
18
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
年

度
末
ま
で
）
を
監
護
し
か
つ
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
る
場
合
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

■
手
当
額

　

受
給
者
の
所
得
や
養
育
す
る
子

ど
も
の
人
数
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ

ま
す
。

■
申
請
・
問
合
先

　

現
在
支
給
要
件
に
該
当
す
る
方

は
、
７
月
20
日
よ
り
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
職
種
及
び
人
員

①
一
般
行
政
職
（
初
級
）

　

事
務
職
（
土
木
技
術
職
含
む
）

　

保
育
士

②
診
療
放
射
線
技
師

③
看
護
師

④
介
護
員

※
人
員
は
①
〜
④
い
ず
れ
も
若
干

名
■
受
験
資
格

①
一
般
行
政
職
（
初
級
）

　

事
務
職
は
、
昭
和
55
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、

高
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す

る
か
た
（
平
成
23
年
３
月
卒
業

見
込
み
の
か
た
を
含
む
）

　

保
育
士
は
、
昭
和
55
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、

保
育
士
資
格
を
取
得
し
て
い
る

か
た
（
本
年
度
資
格
取
得
見
込

み
の
者
を
含
む
）

②
診
療
放
射
線
技
師

　

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
か
た
で
、
診
療
放
射

線
技
師
免
許
を
取
得
し
て
い
る

か
た

③
看
護
師

　

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
か
た
で
、
看
護
師
免

許
を
取
得
し
て
い
る
か
た
（
本

年
度
免
許
取
得
見
込
み
の
か
た

を
含
む
）

④
介
護
員

　

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
か
た
で
、
介
護
福
祉

士
資
格
を
取
得
し
て
い
る
か
た

※
た
だ
し
、
日
本
国
籍
を
有
し
な

い
か
た
及
び
地
方
公
務
員
法
第

16
条
に
該
当
す
る
か
た
な
ど
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
書
の
受
付
期
間

　

７
月
５
日
㈪
〜
８
月
10
日
㈫

■
受
付
時
間
及
び
受
付
場
所

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
ま
で
（
土
、
日
、
祝
日
を

除
く
毎
日
）
総
務
企
画
課
で
受

け
付
け
ま
す
。

■
試
験
日　

９
月
19
日
㈰

■
試
験
場
所

　

長
井
市
立
南
中
学
校

■
試
験
内
容

①
一
般
行
政
職
（
初
級
）

　

事
務
職
は
、
一
般
教
養
試
験
、

職
場
適
応
性
検
査
、
作
文
試
験

　

保
育
士
は
、
一
般
教
養
試
験
、

保
育
士
専
門
試
験
、
職
場
適
応

平
成
23
年
度
小
国
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

平
成
23
年
度
小
国
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

性
検
査
、
作
文
試
験

②
診
療
放
射
線
技
師

　

一
般
教
養
試
験
、
職
場
適
応

性
検
査
、
作
文
試
験

③
看
護
師

　

専
門
試
験
、
職
場
適
応
性
検

査
、
作
文
試
験
、
看
護
師
適
性

検
査

④
介
護
員

　

一
般
教
養
試
験
、
職
場
適
応

性
検
査
、
作
文
試
験

■
申
込
書
の
請
求
方
法

　

申
込
書
は
、
総
務
企
画
課
と

町
民
課
窓
口
に
用
意
し
て
い

ま
す
。（
８
月
10
日
ま
で
の
間
、

毎
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
ま
で
）

　

土
、
日
、
祝
日
を
除
く
日
は
、

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
総
合
セ

ン
タ
ー
で
も
交
付
し
ま
す
。
郵

便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込

書
請
求
書
」
と
朱
書
き
の
う
え
、

三
百
三
十
円
切
手
を
貼
っ
た
あ

て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角

２
）
を
同
封
し
て
、
総
務
企
画

課
法
務
行
政
担
当
あ
て
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

　

総
務
企
画
課
行
政
管
理
室
へ
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● 小 国 町 役 場  362－2111㈹  562－5464
●行 政 管 理 室  362－2112　●政 策 企 画 室  362－2264　●住民窓口担当・町民生活担当  362－2260
●国保医療担当  362－2261　●税 政 管 理 室  362－2403　●会 計 室  362－2406
●農 林 振 興 室  362－2408　●商 工 観 光 室  362－2416　●建設管理室・上下水道室  362－2431
●建 設 技 術 室  362－2432　●議 会 事 務 局  362－2448

☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

■
日　

程　

７
月
６
日
「
子
育
て

講
座
」
幼
児
救
急
講
座
、
13
日
、

20
日
、
27
日
、
８
月
３
日
「
子

育
て
講
座
」
お
い
し
い
お
や
つ

作
り

■
時　

間

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場　

所

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

■
日
程
と
場
所

▼
７
月
１
日
、
15
日

　

総
合
セ
ン
タ
ー

▼
７
月
８
日
、
22
日

　

お
ぐ
に
保
育
園

■
時　

間

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

　

問
合
先　

　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

事　業　所　名 職　　　種 求人数 勤　務　時　間

小 国 食 糧 ㈱ 生鮮食品仕入・店頭販売 １人 ８：30～ 18：30

斉 藤 建 設 ㈱ 土木施工管理技士 １人 ８：00～ 17：00

遠 藤 建 設 ㈱ 土木施工管理技士 １人 ８：00～ 17：00

㈱ 横 川 建 設 土木施工管理技士（見習い
可）、重車両オペレーター ４人 ８：00～ 17：00

㈱ ケ イ ー プ ロ ダ ク ツ 自動車販売・整備 ２人 ９：00～ 18：00

㈲白い森よこね物産品直売所 販売・接客 １人 ９：00～ 18：00ほか

ＫＡＴＥＫＹＯ学院　長井校 完全個別指導　家庭教師 10人
17：00～ 21：00
18：00～ 22：00
19：00～ 21：00

㈱ 横 川 建 設 販売員 ３人 ９：00～ 14：00
14：00～ 19：00

㈱ 船 山 工 務 店 土木施工管理技士
（見習い可） ２人 ８：00～ 17：00

ハ イ コ ー ㈱ 電気工事（見習い可） 2人 ８：00～ 17：00

㈲ 蔵 王 ス ト ア ー レジ係（販売員） １人 ８：45～ 18：00

合 資 会 社 山 佐
佐 藤 農 機 店 営業・販売・整備工 １人 ８：30～ 17：30

壮 運 堂 接客・販売ほか １人 ９：00～ 17：00ほか

　７月の税金等の口座振替は、
次のとおりです。振替日の前日
まで、指定の口座に入金してく
ださい。
●７月26日㈪　水道料
●８月 ２ 日㈪　固定資産税（２
期）、国保税（１期）、後期高
齢者保険料（１期）、介護保険
料、下水道料・簡易水道料、
住宅使用料、保育料など

■問合先　税務課税政管理室へ

2010.7今月の納税

　

左
の
表
は
、
６
月
28

日
現
在
の
求
人
内
容
で

す
。
無
効
に
な
っ
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
長
井
（
☎

84
―
８
６
０
９
）
へ

求

人
情

報

子
育
て
支
援　
　

子
育
て
支
援　
　

　

セ
ン
タ
ー
か
ら

　

セ
ン
タ
ー
か
ら

総合センター図書室から

●新着図書
◇1Ｑ84　ＢＯＯＫ・３ 村上　春樹
◇楊令伝　13 北方　謙三
◇アリス・イン・ワンダーランド　
 Ｔ・Ｔ・サザーランド
◇神苦楽島　上・下 内田　康夫
◇ボクは坊さん。 白川　密成
◇すべてを味方　すべてが味方 小林　正観
◇カワセミ 嶋田　　忠
◇オオカミのおうさま　　　　　
 きむらゆういち・文　田島征三・絵
◇すやすやタヌキがねていたら　　
 内田麟太郎・文　渡辺有一・絵
◇怪談レストランシリーズ 松谷みよ子

●休館日…毎週月曜日、祝日
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●ホームページアドレス  http://www.town.oguni.yamagata.jp
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　米沢国道維持出張所では、置賜管内の国道（小国
町内においては国道113号）を管理しています。
　パトロールがない日でも安全・安心に通行できる
よう、国道の落下物、道路の損傷、その他お気づき
になったことは、ぜひご連絡ください。
■連絡先　道路緊急ダイヤル ＃9910
　　　　　（山形河川国道事務所内）
　　　　※フリーダイヤルで通話料は無料です。

　デジタル放送への受像機切り替えに関
する説明会及び相談会を実施します。デ
ジタル放送への受像機切り替えに関する
ことでお困りのことがありましたらぜひ
ご来場ください。
■相談会　７月５日㈪～９日㈮
　　　　　10：00～ 12：00
　　　　　14：30～ 16：30
■説明会　７月５日㈪～９日㈮
　　　　　13：30～ 14：00
　相談会、説明会ともに、アスモを会場
に行います。参加費は無料で、事前の参
加申込は不要です。
■問合先　総務省山形県テレビ受信者支
援センター 相談会グループ（☎023－
647－2283）へ

　国民健康保険及び後期高齢者医療に該
当するかたは、入院費用が軽減される制
度があります。
　軽減されるには「限度額適用証及び減
額認定証」が必要となりますが、この有
効期限は、毎年７月です。更新する場合
や、新たに入院する場合は、入院前に
申請してください。（70歳以上のかたは、
住民税非課税のかたのみが対象です。）
■申請に必要なもの
　保険証、印かん、現在お持ちの認定証
■問合先　町民課国保医療担当へ

国土交通省（米沢国道維持出張所）
からのお願い

　75歳以上（65歳以上の方で障害認定を受けたかた
を含む）のかたで、月ごとの医療費が高額療養費に
該当した場合、高額療養費支給申請のお知らせハガ
キが届く場合があります。ハガキが届いたかたは、
町民課で手続きをしてください。（申請済みの場合、
ハガキが届かなくても高額療養費が支給されます。）
■申請に必要なもの　お知らせハガキ、被保険者証、
印かん、金融機関の口座番号が確認できるもの
※なお、代理人口座に振り込む場合は、本人・代理
人それぞれの印鑑と代理人の金融機関の口座番号
が確認できるものが必要です。
■問合先　町民課国保医療担当へ

高額医療費の申請を忘れずに高額医療費の申請を忘れずに

地上デジタル放送
相談会・説明会

入院する（している）かたへ

ご存じですか？
入院費用の軽減措置

▌保健カレンダー ■問合先　健康福祉課
月　日 内　容 受付時間 対象のお子さん（生まれた月） 場　所

８月25日㈬ ２歳児歯科健診 13：00～ 13：15 平成19年12月、平成20年１月、２月 健康管理センター
※持ち物
　母子健康手帳８月27日㈮

１歳児健診 13：00～ 13：10 平成21年８月
４カ月児健診 13：10～ 13：20 平成22年４月

※アユに限らず、町内河川で釣りをするには漁協へ
の入会か、遊漁券の購入が必要です。ルールを守っ
て安全に楽しみましょう。
■問合先　小国町漁業協同組合（☎62－5014）へ

アアユユ 釣釣 りり 解解 禁禁
期　間　７月15日～10月31日
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● 小 国 町 役 場  362－2111㈹  562－5464
●行 政 管 理 室  362－2112　●政 策 企 画 室  362－2264　●住民窓口担当・町民生活担当  362－2260
●国保医療担当  362－2261　●税 政 管 理 室  362－2403　●会 計 室  362－2406
●農 林 振 興 室  362－2408　●商 工 観 光 室  362－2416　●建設管理室・上下水道室  362－2431
●建 設 技 術 室  362－2432　●議 会 事 務 局  362－2448

危険物取扱者・消防設備士の
免状をお持ちの皆さまへ

　日本脳炎予防接種については、平成17年５月から積極的な勧奨を差し
控えていましたが、第１期の接種について、積極的な勧奨を再開するこ
とになりました。
　今年度は、第１期の標準接種期間に該当する下記の方へ個別に接種の
ご案内をしています。
○対象者：平成18年４月２日～平成20年４月１日生まれのかた
　　　　　※平成19年８月以降に生まれたかたについては、３歳にな

る月に順次、ご案内します。
　なお、今年度のワクチン供給量では、積極的勧奨の差し控えにより接
種機会を逃した方等に対する十分な接種機会の提供が困難になっていま
す。また、現段階では新たな日本脳炎ワクチンの第２期の接種について
も認められていません。今後の日本脳炎予防接種のあり方については、
接種状況やワクチン供給量などにより検討することになっています。
　町では、国の方針が決まり次第、該当する方へご案内する予定です。
○日本脳炎のワクチン接種等に関する情報については
　厚生労働省ホームページ
　http://www.mhlw.go.jp/qa/kenkou/nouen/index.html

　をご覧ください。
■問合先　健康福祉課へ

　町では、安全かつ効率的
なニホンザルの個体数調整
を実施するため、わな免許
の取得を推進することとし、
その費用について助成を行
います。
●助成対象費用
　受験手数料などの狩猟
（わな）免許取得にかかる
費用
●申請期限
　平成22年７月23日㈮
申込方法などの詳細につい
ては、お問い合わせください。
■問合先
　産業振興課農林振興室へ

日本脳炎予防接種の一部再開について日本脳炎予防接種の一部再開について 狩猟（わな）
免許取得費用の
助成について

　放送大学は、テレビやラジオを利用して授
業を行う通信制大学です。１科目からでも学
べます。
■募集学生
・全科履修生（大学卒業を目指す編入学可　
18歳以上）

・選科履修生（１年間在学　15歳以上）
・科目履修生（６カ月間在学　15歳以上）
■募集期限
　８月31日㈫まで
■大学説明会
　７月４日㈰午後１時30分から
　米沢市すこやかセンター
■問合先
　放送大学山形学習センター
　（☎023－646－8836）へ

　消防法令では、当該免状に貼ってある写真
は、10年以内に撮影されたものでなければな
りません。
　また、写真の書換え申請をされていないか
たは、速やかに手続きをされますようお知ら
せします。
※写真の書換えとは、新しい写真を印刷した
免状に取り替えることです。
※申請書用紙は県下各消防本部及び消防試験
研究センター山形県支部にあります。

■問合先
　㈶消防試験研究センター山形県支部
　（☎023－631－0761）へ

放送大学10月入学生募集
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戸籍のまど戸籍のまど

人口のうごき
人　口 男 … 4,441人（－５）

女 … 4,703人（－５）
計 … 9,144人（－10）

世帯数 3,253世帯（＋１）
平成22年５月31日現在

§材　料（５～６人分）
・小豆まま
　もち米……………… 2.5合
　うるち米…………… 2.5合
　小豆………………… 適量
　ごましお…………… 適量

・たわら
　大豆………………… １合
　あられ……………… 0.5合
　塩…………………… 適量

※小豆まま、たわらともにホオの葉２枚ずつ

　昔は、田植えが終わったときに、小豆まま
とたわら、苗を神さまにあげていました。そ
して、小豆ままとたわらは、近所にも配って
いました。今はこうした習わしは行っていま
せんが、振り返ってみると、季節の行事に、
その時々の「食」があったものだと懐かしく
思います。

岩 井 沢 見 川 真
ま 　 ゆ

優（ 明
久美子

兵 庫 舘 齋 藤 颯
そう

太
た（一 久
里 子

あ け ぼ の 伊 藤 蓮
れん

人
と（直 樹
知 子

小 国 町 木 村 　苺
いちご

　（ 仁
綾

小 国 町 小 関 　渉
わたる

　（光 一
美 幸

緑 町 大 津 真
ま い こ

依子（勝 哉
秀 子

誕生おめでとうございます。誕生おめでとうございます。

（ 宮 の 台 齋 藤 裕 貴
米 沢 市 穴 澤 理 恵

（ 岩 井 沢 伊 藤 伸 夫
兵 庫 舘 加 藤 智 美

結婚おめでとうございます。結婚おめでとうございます。

沼 沢 井　上 直　子（39）
北 塚　原 よ　し（93）

舟 渡 今 二　男（86）
岩 井 沢 中　沢 ミヨシ（81）
荒 沢 山　口 清　一（84）
玉 川 中 里 舟　山 勝　男（93）
若 山 舟　山 喜 計（80）
大 石 沢 横　山 忠　雄（86）
越 中 里 舟　山 松　藏（83）
古 田 安　達 ミサヲ（85）
古 田 木　村 卯兵衛（85）
岩 井 沢 髙　橋 喜美子（88）
玉 川 三　須 シ　ケ（81）

おくやみ申し上げます。おくやみ申し上げます。

§作り方
・小豆まま
　① もち米とうるち米、小豆を炊く。
　② 炊きあがったら、２枚重ねたホオの葉の上に盛り付け、ご
　　 ましおをふる。
　③ ホオの葉をワラでしばる。
・たわら
　① あられ、豆をそれぞれ煎る。
　② 豆とあられを、２枚重ねたホオの葉に盛り付け、軽く塩をふる。
　③ ホオの葉をワラでしばる。

伝承者：小関清子さん（増岡）

伝えよう！ 広めよう！

シリーズ❸
おぐにの食文化
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編編編編集集集集後後後後記記記記編集後記

　６月号の「戸籍のまど」において、名前の
ふりがなに誤りがありました。
〈誤〉下鳥彩

いち

愛
か

さん → 〈正〉下鳥彩
い

愛
ちか

さん
お詫びして訂正いたします。

～お詫びと訂正～


